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第1章　地理的・歴史的環境

地理的環境

可児市は、岐阜県中南部、木曽川中流左岸に位置し、東は土岐市、北東は御嵩町、西は坂祝町、

南は多治見市と愛知県犬山市、北は木曽川を隔てて美濃加茂市、八百津町と接している。平成

17年5月に可児郡兼山町と飛び地合併した。

地質的には、美濃加茂盆地の南部にあたり、木曽川と可児川及びその支流の久々利川に沿う

低地には、洪積層と沖積層が広がっている。可児市南部に広がる丘陵は、東濃地方を中心に分

布する瑞浪層群から成り立ち、蜂屋層、中村層、平牧層の3層に区分されている。土田地域か

ら帽子地域の北部にかけては蜂崖層、可児川周辺では中村層、羽崎・二野地域周辺では平牧層が、

それぞれ丘陵の裾部で確認される。主に凝灰質砂岩から成る平牧層は、多くの動植物化石を産

出する他、霹頭する部分で横穴墓が多数造られ、石材を使用した石棺の制作も盛んであった。

可児市南部から多治見市に続く丘陵地上部には、瀬戸層群上位の土岐砂礫層が広く分布し、

大森奥山11号窯跡を含む大森奥山古窯跡群はこの土岐砂礫層に位置している。土岐砂礫層が分

布する丘陵地の浅い谷は湧水湿地となっており、地域特有の希少な植物が生育している。

歴史的環境

大森奥山11号窯跡（1）の周辺には、同一丘陵の東側に大森奥山古窯跡群（1～12）が所在

し、同一丘陵の北側には未調査の窯跡である大森奥山12号窯跡（2）が所在している。また、

谷を挟んだ南側の低丘陵（現里見台）及び大森川沿いの低地には大森新田古墳群（13～24）が、

その低丘陵西側の谷部に大森笹洞古窯跡群（25～32）が所在している。

大森新田古墳群（13～24）は、6世紀後半から7世紀初頭にかけて築造された12基から成

る古墳群であり、いずれも円墳である。石室には大森川の崖面とその近辺で露頭するチャート

の岩盤から採取した石材が使用され、大きな石材の間や閉塞石、礫床などには土岐砂礫層中の

円礫が使用されている。初期に造られた大森新田5号墳（17）は竪穴系横口式石室が採用され、

墳丘全体を覆う葺石が見られる。その他の古墳では横穴式石室が採用され、葺石は見られない。

主な副葬品としては、須恵器（短頚壷・杯蓋・杯身・提瓶・横瓶）や金属製品（刀子・鉄嫉）、

耳環、ガラス小玉等が確認される。可児市北部木曽川流域にみられる川合古墳群では、石室構

造や墳丘規模に明確な優劣が存在するが、大森新田古墳群ではこのような階層差は認められな

い。そのため、墳丘規模の差や葺石の有無は、築造の時期差によるものと推測される（註1）。

その他の古墳として周囲に未調査の大森姫塚古墳（35）や米穴古墳（38）がみられる。また、

大森川・久々利川流域では柿下西洞横穴墓群（40）や熊野西横穴墓群（41）などの横穴墓が多

く築造されており、これらは平牧層から産出する石材を加工していた石工集団の墓群であると

推測される（註2）。

岐阜県東濃地方の可児市・多治見市を中心に平安時代から室町時代にかけて築かれた灰粕陶

器・山茶碗窯が数多く分布している。可児市では南西部に灰粕陶器窯・初期山茶碗窯、南東部

に山茶碗窯が分布し、大森奥山古窯跡群はこの分布の中心に位置する。昭和60年の宅地造成に

伴い調査を行った大森奥山古窯跡群は、土岐砂礫層を掘り抜いて造られており、鎌倉時代の山

茶碗窯が10基確認されている。遣物は碗や皿を主体とした製品が出土している。窯跡周辺では

炭焼窯と思われる遺構が検出され、窯跡との関連性が推定される（註3）。
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大森奥山古窯跡群の南西に位置する大森笹洞古窯跡群は、土岐砂礫層を掘り抜いて造られた

窯跡であり、潤池の岸辺に位置しているため削平を受けている。いずれも未調査であるが、踏

査や表採遣物から奈良時代の須恵器窯が1基、平安時代の灰粕陶器窯が3基、平安時代末期～

鎌倉時代の山茶碗窯が4基と、計8基の古窯跡が確認されている。これら以外の窯跡として灰

粕陶器窯と思われる二野鍋入古慧跡（39）、山茶碗窯跡である柿下2号窯跡（33）、姫塚東古窯

跡（34）、吹ケ洞古窯跡（37）が点在し、いずれも未調査である。

市内では南西部に平安時代後期の谷迫間2号窯跡・下切兎田古窯跡やこれに先立つ灰粕陶器

窯がみられ、それより東側に鎌倉時代の大森奥山古窯跡群がみられる。また、南東部に鎌倉時

代末期から室町時代前期の久々利奥磯山古窯跡群がみられ、窯跡の分布状況から燃料の枯渇に

よる窯跡と陶工の漸次的な移動が推定される（註4）。

古墳や窯跡以外では中世の山城である吹ケ洞砦跡（36）がみられる。横堀や土塁の横矢掛け

などの戦国時代後半の城郭に見られる複雑な城郭構造を持つ城跡であり、大森城主奥村氏の城

跡と伝えられる。この砦は奥村氏が築いた大森城の出城なのか、大森城を攻める際に築かれた

のかは不明である。その他、集落跡とみられる遺跡は大森地区周辺では現在のところ確認され

ていない。

引用文献

（註1）可児市教育委員会『大森新田古墳群』2001

（註2）註1に同じ

（証3）可児市教育委員会『大森奥山古窯跡群j1985

（証4）註3に同じ
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表1　大森奥山11号窯跡の周辺遺跡一覧
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第2章　調査に至る経緯と経過

経緯

平成25年に株式会社デイーシー・クリエイトが可児市大森地内において約8．4haの宅地造成

工事を計画した。当該地には周知の埋蔵文化財は確認されていなかったが、近隣で山茶碗を焼

成する窯跡が確認されていたため、平成25年12月12日に可児市教育委員会で踏査を行ったと

ころ、新規の山茶碗窯が2基確認された。これらは同丘陵にある大森奥山古窯跡群の範疇であ

ると想定されたため、「大森奥山11号古窯跡」、「大森奥山12号古窯跡」という名称を付した。

事業者に事前調査が必要である旨を伝えると、範囲を明示して欲しいという依頼を受けたた

め、平成26年3月22日に調査に必要な範囲にテープを張った。

その後、古窯跡の取り扱いについて事業者と協議の結果、大森奥山12号窯跡を事業地の対象

外とし保存することとなり、大森奥山11号窯跡は現状保存が難しいため、工事前に記録保存の

ための調査を行うこととなった。

平成27年11月30日に株式会社デイーシー・クリエイトと委託契約書の締結を行ったが、伐

採等が難航したこともあり、平成28年1月25日に発掘調査を開始し、3月25日まで調査を行

った。工事計画の都合により、一部の物原が未調査で終わった。

事務手続き

事業着発　平成26年1月16日　　　　　　　　　　遺跡発見の届出について

市教委発　平成28年1月25日　　教文第98号　　　埋蔵文化財発掘調査の報告

県教委発　平成28年2月10日　　社文第59号の24　埋蔵文化財発掘調査（通知）

市教委発　平成28年3月31日　　数文第117号　　発掘調査終了報告書

経過

調査は平成28年1月25日から3月25日まで行った。現地観察で窯跡と想定される部分以外

に凹みが見られる部分があったため、3トレンチを設定し掘削を行った。3トレンチでは遺構

は検出されなかった。

調査前の地形測量後、表土剥ぎを行い窯壁の被熱ラインと分炎柱の検出を行った。検出後、

被熱ラインと分炎柱から窯跡の主軸を出し、窯跡の割付を行った。窯内を4区画に分けて互い

違いに掘削した。分炎柱より焚口側から多くの遣物が見られたことから焼成室と燃焼室・焚口

を分けるため、更に2区画を設けた。床面上には焼台が左右の壁に寄せられている状況で検出

されたため写真撮影を行い、原位置を動いている焼台を外し、窯の写真撮影及び図化作業を行

った。図化作業後断ち割りを行い、窯壁及び床面、分炎柱の改修及び構築状況を確認した。

窯跡以外の部分では窯の主軸上に1トレンチ、掘り抜き排土の南北の堆積状況を確認するた

めに2トレンチを設定した。窯の両側には平坦面が見られ、前庭部との関係性を見るために「窯

北」、「窯南」という区画を設定し、窯北区は必要に応じて部分的に拡張した。窯南区ではSKl

が検出された他は緩やかな自然地形で遺構は見られなかった。窯北区では地山を切り盛りして

前庭部を拡張していることが確認された他、浅い溝であるSDlが見られた。

慧北及び窯南区より東側では、窯の主軸から東に25mの部分を中心に四方向に大きな区画を

設定した。南西区には清状の凹み（SD2）が見られ、雨水等による自然流路と考えられる。そ
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の他は灰層や掘り抜き排土の堆積が見られるのみで、遺構は見られなかった。

主な調査過程

平成28年1月25日

1月27日

2月2日

2月8日

2月9日

2月23日

3月3日

3月9日

3月11日

3月22日

3月23日

調査前の地形測量、道具搬入、表土剥ぎ作業

3トレンチの掘削作業開始

3トレンチの掘削終了

窯及び調査区の割付作業

窯内、物原の掘削開始

1・2トレンチの掘削作業開始

窯完掘の写真撮影及び図化作業開始

1・2トレンチの掘削終了

窯図化作業終了、断ち割り開始

窯断ち割り作業、窯北区及び慧両区の掘削終了

SKl掘削終了
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図3　発掘調査前調査区全体図
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第3章　遺構

第1節　窯体構造

大森奥山11号窯跡は、分炎柱を有する山茶碗を焼いた窯である。南北にわたる東向き斜面中

腹に立地し、土岐砂礫層を掘り抜いて築窯されている。窯体は標高163m～158mに位置し、

規模は主軸上で11．2m、最大幅2．4mで、焼成室最終床面の傾斜は28度である。

窯内には厚さ20～40cmの天井や壁が崩落した層（6・8・9・10・13層）があり、被熱

を受けた天井や壁のブロック片を含んでいる。その上には窯壁片を少量含む堆積土が15～

50cm堆積している。分炎柱より焚口側に見られる14層はしまりの弱い灰層であり、最終焼成

時の堆積と考えられる。床面検出時には左右の壁際に焼台が寄せられている様子が見られ、左

側の壁に比べやや右側に多くの焼台が寄せられていた。

・煙道部

煙道部は、主軸上で2．6m、ダンパー部分との境の幅は1．28mを測る。床面の傾斜角は24度

であり、焼成室に比べるとやや緩くなる。貼床は行われておらず、地山の掘り込みをそのまま

利用しており、窯壁や床面は赤色被熱している。

・ダンパー

ダンパー部分に木芯痕跡は検出されず、約20cmの平坦面が見られ、すぼまってきた窯壁が

くびれを有し煙道部に向けてやや開く。窯壁の上端でもダンパー部分に合わせて凹みが見られ

る。北小木萱原2号窯でもダンパーと思われる部分の窯壁に緩やかなくびれをもち、床面に平

坦な部分が40cmほどみられ、傾斜も緩やかになっており、様相が似ている。

・焼成室

焼成室はダンパー部分から焼台が見られる分炎柱の最奥までであり、主軸長は5．6mを測る。

焼成室の最大幅は中央よりやや焚口側の部分で2．24mを測る。床面の幅は煙道部に向かって

徐々に狭まっていく。

床面は一部分で粘土を貼り付けた指痕が見られるが、全体的には褐色や橙色を呈し、被熱に

より硬化している。壁には粘土を貼り付けた痕跡は見られない。焼成室の横位の断面形状は平

坦であるが、分炎柱付近でやや壁際が高くなる。原位置付近を保っている焼台は119個であり

焼台は全て碗用である。焼台の列は38列が確認され、推定される焼台の総数は350個前後であ

る。

断ち割り断面から床面は6枚が確認され、床面下の排水施設は確認されていない。20層であ

る現在の床面は薄く、製品の取り出しとともに焼台をはずした際に中央部分がはがれていると

思われるが、薄い堆積の中に黒色面が下にもう一枚見られる。それより下の4枚の床面はそれ

ぞれ黒色、黄色、赤色を呈した層が薄く見られる。C－C，断面では床面を貼り付けている際に

窯の規模を拡張している様子が見られる。窯の左側はあまり拡げていないが、右側では1次か

ら6次床面に至るまでに15cmほど拡げている。
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・燃焼室・焚口

燃焼室は主軸上で長さ2．8m、最大幅は分炎柱最奥で2．4mを測る。床面はほぼ水平であり、硬くしまって

いる。28層は浅い層の中に黒色の床面が2面見られる他、27層でも炭や灰が混じるしまりの強い層が見ら

れる。地山に約10cmの貼床をした後に何度かの焼成により、27・28層がそのような土質になったことが

窺える。焚口幅は1．48mを測る。

分炎柱は基部で短軸56cm、長軸60cmを測り焼成室に向かってややすぼまる形状を呈する。高さ約84cm

が残存し、元々は掘り抜きで造られたと思われるが、断ち割り断面から24層より上は再築されていることが

分かった。中央部分に粘土や焼台を用いて芯を造り、その周囲にスサ入り粘土を貼り付けている。木芯の痕

跡は見られず中央部分は黒色に硬く焼けている。分炎柱の外面は灰褐色に硬化しているが、自然粕の付着は

見られない。分炎柱から窯壁までの距離は右側がやや壁まで広い。

・前庭部

前庭部は焚口より谷側に約5．4m、南北に約5．0mの範囲に見られる。掘り抜き排土を傾斜面に盛り平坦面

を造成しており、窯の北側では遣物を含む堆積土（69層）が見られるため、部分的に拡張していると思われ

る。前庭部の基礎となる掘り抜き排土の範囲は、しまりの弱い流れた53層を含めると南北に約7．0m、東西

に8．7mの範囲に広がる。掘り抜き排土の厚さは最も厚い部分で約1．0mである。

第2節　物原と周辺の遺構

・物原

物原の範囲は、窯の焚口より谷側に約21m、南北に約21mと焚口より下方の調査範囲がそれに当る。そ

の中で土層から見られる黒色味のある灰層の範囲は焚口から谷側へ11．4m、2トレンチ部分で南北に約10m

の範囲に及ぶ。窯の主軸上での純粋な灰層は28層のみで10cm程度と浅いが、b－b’断面（図9）の厚い部

分で約60cmの堆積となっている。灰層の上には灰層が混じった遺物を含む層が堆積しており、j－j’断面（図

17）付近では堆積土は約20cmであり、出土する遺物や焼台は細片が多くなる。

・案北区

窯北区では、平坦面を拡張している様子が確認された。築窯した当初は地山を削り出し、幅約1．7mの平

坦面を造成している。窯を操業した後に、窯跡付近では失敗品や焼台を含む灰層（69・82・83層）を盛土し、

北側では粘土層（87層）、地山（85・86層）を盛り、平坦面を約4．0mの幅に拡張している。また、窯より

離れた東側では、i－i’断面（図16）に見られるように灰層（92層）の上に地山（90・91・93層）を盛土し

て拡張している様子が見られる。盛土に使用された地山には遣物が混じっており、b－b’断面（図9）では灰

層の上に地山を削平した55層及び19層が造成されている。北東方向は調査期間の関係で未掘削の部分もあ

るため、平坦面は北東方向に拡がっている可能性が考えられる。

この平坦面には柱穴やロクロピットなどは見られない。87層の粘土を含む層は窯跡付近では検出されず、

北側のみで見られる。他の区画で見られない炭を伴う白色粘土が部分的に見られることから山茶碗制作等に

関わる作業場の可能性も考えられる。ただこの平坦面には排水満が見られず、調査中の降雨後でも雨水が一

面に溜まるため、排水状況は良好とはいえない。

・SDl

窯北区で北西から南東方向に走る。幅約1．6mで深さは6cm程度と浅く、谷側で浅くなり消える。
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3トレンチで見られた自然の凹みから連続する自然の凹みと考えられる。

・葉蘭区

窯両区にはSKlがみられる。SKlは3．2mx3．2mの不整形の土抗で床面付近では原位置を保

つ遺物は見られなかった。窯南区にはこれ以外の遺構は検出されず、緩やかな斜面地形となる。

窯北区は後述するが土坑等は検出されておらず、本窯と近い時期である大上2・3号窯、萱原

6号慧などでも窯の左側に山茶碗や焼台が集積された作業場と考えられる土坑が検出される例

があることから、SKlも製品の出し入れに伴う作業場の可能性が想定される。e－e’断面（図

12）では、80層と73～75・77からなる灰層の間に、76・78・79層の間層が見られる。窯の操

業をしていない時期に間層が堆積した可能性も考えられるが、81層も含めこれらの層の遺物に

は時期差は認められない。

・3トレンチ

3トレンチは調査前の現地観察の際に、緩やかな凹みが見られ、窯跡の可能性も考えられた

ため、トレンチを設定した。現地表面より10～20cmで黄褐色の地山となり、窯跡と思われる

ような床面や被熟面は見られなかった。

・SD2

SD2は、調査前にも緩やかな窪みが見られていた溝である。幅約1．2m、長さ約6．0mで、北

東から南西にかけて走る。b－b’断面（図9）付近で最も深く約25cmの深さを測り、南西に向

かって浅くなり消える。前庭部からの排水を意識していると考えられる。
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第4章　遺物

（1）山茶碗頬
・山茶碗

山茶碗は主に灰色及び灰白色を呈し、焼成がやや不良のものが黄白色を呈するが、全体の割

合として焼成不良なものは少ない。全ての個体の底部外面に回転糸切痕が見られ、底部内面に

回転糸切痕が見られる個体もある。

LLr茶碗の口径は13．5～16．2cm（平均14．4cm）、底径5．0～6．8cm（平均5．8cm）、器高5．0～

6．0cm（平均5．4cm）を測る。碗の休部は底部から口緑部にかけて直線的なものが主体で、体

部下半に弱い丸みを帯びるものも見られる。口綾部では直線的なものと肥厚するものが見られ、

後者はロ緑部下で凹みを有するものが多い。底部は均等な厚みを有する個体が多いが、一部で

底部中央に向かって薄くなるものも見られる。176は口繚部端部が内側に折れ、全体の中の2

点のみがこのような口緑部を有する。高台は断面形状が三角形であるが、重ね焼きの際につぶ

れるものも多い。

計測は底部が4分の1以上残る6701点について行ったが、底部に対して口綾部が残ってい

る資料が少なく、数値を出しているのは底部のみであり、これは小皿も同様である。底径の平

均は5．7cmで、数値は5．5～6．0cmに62％が集中するがばらつきがある。口径が測れたものに

ついても数値にはばらつきが見られる。内面に指ナデが見られる椀は6％であるが、実測した

椀では49％に指ナデが入り、完形に近いものでは半分程度の割合に入る。指ナデは主に底部に

見られるが、体部に入るものも見られる。指ナデは1度のみではなく、複数入るものも散見さ

れる。底部外面に木目状圧痕が見られる個体は10．7％である。

・無高台碗（23）

椀に高台が見られないもので器形や成形技法は他の山茶碗と同様である。無高台椀は窯道具

の蓋に転用されているものも含めて全体の1％未満である。

・片口碗（165・217）

口緑部に指で突出させた片口部を有する。片口部の外面両脇には指で押さえた痕跡が見られ

る。217は他の山茶碗より一回り大きい。内面に重ね焼きをはがした痕があり、内面の痕跡か

ら底径6．4cm程度の椀を重ねたと思われる。また、高台も欠けている部分があるため、重ね焼

きの間に入れて焼かれている。片口椀は10点が見られる。

・穿孔碗（145・177）

145・177は底部に外側から内側にかけて穿孔される。器形では他の山茶碗とは差が見られ

ない。穿孔が見られる椀が14点見られるが、穿孔部分は主に底部に穿孔され、体部に穿孔され

るものは1点のみ見られる。

（2）小皿頬

・小皿

小皿も碗同様に灰色または灰白色を呈するが、椀に比べると焼成不良なものは少ない。器形
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は体部から口緑部にかけて直線的に開くものが多く、体部下半に弱い丸みをもつ器形も少量だ

が見られる。口線端部は丸く収めるものと肥厚するものがある。後者は口緑部下に凹みを有す

るものが多く、山茶碗と同様の傾向が見られる。法量は口径6．7～10．1cm（平均8．2cm）、底

径3．4～4．8cm（平均4．0cm）、器高1．5～2．5cm（平均2．0cm）を測る。

特徴的な器形である162は体部下半に段を持ち、口緑部はわずかに外反する。180は口綾部

下方から端部にかけて内偵し直線的に立ち上がる。小片であるため、蓋の可能性も考えられる。

計測は底部が4分の1以上残る2097点を行った。底径の平均は3．36cmで、数値は3．5～

4．0cmに約70％が集中するがばらつきがあり、これは計測が可能であった口径も同様にばら

つきがみられる。内面に指ナデが入る小皿は13％であり、指ナデが入る割合は山茶碗よりも小

皿の方が高い。また実測した個体では、67％に指ナデが入る。底部外面に木目状庄痕が見られ

る個体は21．6％である。

・平高台皿（156・186・187・219・228）

小皿に平らな高台が付いたものである。186は底部が厚く、底部内面は中央がやや盛り上が

る。187は休部から口緑部にかけて外側に開き、口緑部が肥厚する。他の小皿よりも厚みがあり、

底部も斜めに糸切りされるなど、作りはやや粗雑である。228は休部から口繚部にかけて直線

的であり、口綾部がやや肥厚するが全体的に薄手である。156・219は底部のみが残存しており、

厚みがある。

・高台付皿（215・216）

断面が三角形を呈する付高台をもつ小皿である。基本的には小皿の形態と変わりはないが、

215は体部から口繚部にかけて急な角度で開く。底部外面には回転糸切痕が見られ、高台端部

に籾殻圧痕は見られない。

・片口小皿（181）

口緑部を一部台形状に切り込み、片口を作っている。器高がやや低く、他の小皿に比べやや

薄手である。

（3）その他の器種
・瓶類（166・167・189・190）

166は瓶類の口緑部である。頸部から口綾部にかけて大きく外反し、端部を丸く収める。

167は瓶類の底部であり、胴部下半ばへラケズリによって調整されている。底部はヘラ切り調

整である。166・167は山茶碗に比べると良好な粘土が使用されている。189・190は瓶類の

底部である。189はやや粗雑な作りであり、底部はヘラ切りされて籾殻圧痕が見られる。他の

瓶類に比べ、やや大型である。190は内外面にポロと自然粕が付着して歪みが大きいが、167

と似た器形と思われる。

・円筒形容器（188）

円筒形の口緑部である。器厚は薄く、頚部付近から口緑部にかけてやや外側に開き、端部は

丸く収める。外面にはポロと自然粕が付着している。長い頚部をもつ瓶類の可能性がある。
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・短頸壷（218）

頚部は短く外傾し、ロ緑端部は丸く収める。胴部最大径は中央付近であり、肩はやや張る。

・蓋（106・182・184・185・227）

天井部及び底部は、やや凹むものと水平気味のものが見られる。口線部は丸く収め、底部外

面に回転糸切痕が見られる。天井部にポロや自然粕が付着する個体もある。218のような壷や

瓶類用の蓋に使用されたと考えられる。182は、口緑端部がやや上方に引き出されるもので器

高の低い蓋になると思われる。

（4）窯道具
・葦（10・30・75～79・103～105・112・113・131・146・147・183・226）

窯道具は焼台と重ね焼きの際にポロや自然粕の付着を防ぐために上に乗せた蓋がある。蓋は

主に焼成された製品が転用され、底部外面にポロ、自然粕が全体的に付着しているものを蓋と

している。蓋には山茶碗と小皿が転用されたものが見られ、基本的には製品の椀や小皿と器形

に違いは見られない。その中で112は無高台で口径がやや小さく、器高も高くなることからも

蓋用に作られた可能性がある。

183は高台付皿が転用されたものである。高台は215・216と同様に三角形を呈するが、高

台端部に籾殻圧痕が見られる。226は外面に自然粕が多く付着することから蓋に転用された小

皿だと思われるが、兼高が低く立ち上がりも短い。他の小皿と比べると全体的に厚手である。

・焼台（229～232）

粘土内には藁や礫がみられ、前面と側面には指押さえにより整形されていることが分かる。

上面には焼台を押し付けた痕跡が見られ、側面や前面には自然粕が付着している。褐色と灰色

を呈した部分が見られる。
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97 98 99 100 101 102 103 104 1D5 106 107 108 109 110 111 112 113 114 115 日十 ���B���b���"�濫F区堆積土 鼠F区地積土 豪F区堆積土 窯C区堆税土 窯巨区堆積土 窯F区堆積土 案E区堆積土 窯F区域横土 案C区堆穣土 SK171屑 SK171屑 SK171層 51く171層 5トこ171屈 SK171眉 SK171層 SK171眉 SK171層 傅ﾈ萪�抦萪�抦uc��抦萪�抦萪�抦萪�抦�)eﾒ�抦蒭�2�抦�(ｭ"�GR��(ﾝ越ﾂ��)(9����)(8ｨ���)(>����)(>����(ﾝ逢IyR��(ﾝ域ｹ9��抦萪�抦萪��(ﾝ�:ﾂ�上8．4 8．4 （8，5） 8，5 815 （816） 8．2 8．5 9．1 （14．4） 14．7 日4．8） 15．2 （15．3） （13，3 （14，6〉 （8．8） 8．9 （1514） 滴�3����Cr�(�C����C��(�C"�(�C"��r���Cr�(�C����C2�X�C"�X�CR�X�H�｢�X�3B�X�C��h�C��X�C��(�C��(�C2�X�C2�「て4，4 4．1 4．5 4．1 3．8 （4．5 4．2 4．1 4．】 4．4 （5．8） 6．8 （619） 5．7 （5．5） 5．6 （5．8 4．3 4．4 6．31 ��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢��ﾈ�"��ｲ��ｲ��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 〇 傲I�ﾈ.(.)W9|x�"�

表2　出土遣物観察表1
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117 �� 傅ﾈ萪�8．0 �(�C2�3．6 ��ｲ� ��ﾈ�｢� ���|�� 

‖8 �� 傅ﾈ萪�8．5 �#���4．5 ����ﾂ� ��ﾈ�｢�（⊃ �>�l｢� 

119 �� 伜)(9���（14．7） 塗�C��（5．0） �*ﾘ,"�⊂） �� ��

120 �� 伜(ﾝ掩��日5．4） 店�CR�（5．6 ����ﾒ�○ ��ｲ� ��

121 �� 傅ﾈ萼��（8．1） �(�C"�3．9 ��ﾈ�｢� �� ��

122 �� 傅ﾈ萪�8．7 �(�C��4．4 ��ｲ� ��ｲ� ��

123 ��SK1801回 伜(ﾝ窺2�（14．6） 店�CR�5．6） ��ｲ�0 �� 丶�� 

124 ��SK180層 版Y(8��（14．8） 店�Cb�515 ��ｲ�0 �� ��

125 ��Sに180層 伜(ﾝ窺2�（15．0） 店�C"�5．7 ��ｲ�く⊃ �� �>�� 

126 ��#b�SK180J回 伜)(9���15．2 店�Cb�5．8 ��ｲ�○ ��ｲ� �>�� 

127 ��SK180層 伜(ﾝ援��（15，2） 店�CB�6．2 ��ｲ�○ �� �>�� 

1二28 ��SK180層 伜(ﾝr�1516 店�CR�（6．2） ����ﾒ�○ �� �>�� 

129 ��SK180層 傅ﾈ萪�8．0 �(�C��3．5 ��ｲ� ��○ �>�� 

130 ��SK180暦 傅ﾈ萪�8．5 �(�C��4．2 ��ﾈ�｢� �� �� 

131 ��Sl（180層 傅ﾈ葮9��（7．7） �(�C��3．8 ��ｸ�｢� ��ｲ� 丶�｢� 

132 ��SKl付近堆積土 伜(ﾝ����（14．8） 店�C2�6．0 ��ﾈ�｢�○ ����ﾒ� �>�� 

133 ��SKl付近堆積土 伜)(9���（15．0） 店�CR�5．6 ��ﾈ�｢�○ �� �>�� 

134 ��SKl付近堆積土 伜)(9���（15．6） 店�C��5．8 ��ｸ�｢�○ ��ﾈ�｢� �>�� 

135 ��SKl付近堆積土 傅ﾈ萪�8．4 �(�C"�4．0 ��ﾈ�｢� ��ｲ�0 丶�｢� 

136 ��SDl堆積土 傅ﾈ萪�（7．8） ���C��3．4 ��� ����ﾒ�（⊃ �>��こ自然粕が、怒。 

137 �� 伜(ﾝ域ｲ�（14．3） 店�C��6．3 ��ﾈ�｢�〔） ��ﾈ�"� �>�� 

138 �� 伜)(9���14．4） 店�C"�6．1 ��ﾈ�｢�（つ ���,"� �>�� 

139 �� 伜)(9���（15．0） 店�Cr�6．1 ��ﾈ�｢�〔） ��ｲ� �>�� 

140 �� 伜)(9���日515 ��h�C��6．2 ��ﾈ�｢�⊂〉 ��ﾈ�｢� �>�� 

141 ��C�� 伜)(9���1515 店�Cb�6．3 ��ﾈ�｢�⊂） ��ﾈ<��⊂〉 �.｢� 

142 �� 伜)(8ｩ��（15．る 店�C"�5．6 ��ｲ�⊂） �� �� 

143 �� 伜)(8ｩ��（15．8〉 店�C��6．6 ��ｲ�○ ��ﾈ�｢� �� 

144 ��CB� 冖9>ﾉ�N���（15．31 店�C"�（6．1 ��ｲ� �� ��

145 ��CR� 囘h��+^���（1（）．0） 店�CB�6．4 ���0 �� ��

146 ��Cb� 伜(ﾝ黄�ｬB�15．0 店�CR�5．4 ���○ �� 冰ｶﾉl｢� 

147 �� 伜)(9��ｬB�（15．9） 滴�C��6．0 ��ｲ�○ ��ｲ� ��

148 �� 傅ﾈ萪�（715） �(�C��3．7 ��ｲ� ��ｲ� �>�� 

149 ��C�� 傅ﾈ萪�719） �(�3��3．9 ��ｲ� ��ｲ� �>��然和が付着。 

150 �� 傅ﾈ萪�810） ���3��3．4 �*ﾘ,"� ����ﾒ�○ �>�� 

151 �� 傅ﾈ萪�810 �(�3"�3，5 ��ｲ� �� �>�� 

152 �� 傅ﾈ萪�8．0 �#���3，4 ��ｲ� ��ｲ�○ �>�� 

153 �� 傅ﾈ萪�8．2 �#���4，4 ��ｲ� ��ｲ� �� 

154 �� 傅ﾈ萪�（8．41 �#�2�3，9 ��ｲ� ��ﾈ�｢�○ �� 

155 �� 傅ﾈ萪�8．5 �(�C��412 ��ｲ� ��ﾈ�｢� ���こ臼．が付意。 

156 ��Sb� 兌ﾘﾘ)�H萪� �8�I¥｢�616 ��ﾈ�"� ����ﾒ�○ ��� 

157 ��窯北区推薦土 伜(ﾝ握��（15．0） 店�CR�5．7 ��ｲ�○ �� 俘"�台片が；容怒。 

158 ��窯北区堆積土 伜(ﾄ���（13．8） 店�CR�6．0 ��ｲ�0 �� �>�l｢�粗無慮初り。 

159 ��窯北区堆相土 伜(ﾝr�（15．0 店�CB�6．0 ��ｲ�○ ��○ �>�l｢� 

160 ��渠北区堆積土 伜)(9���（15．0） 店�C2�5．9 ��ｲ�0 ��ﾈ�｢� �>�l｢� 

161 ��零北区堆積士 伜)(8ﾊR�15．5） 店�Cb�5，7 ��ｲ�○ �� �>�l｢�殻痕あり。 

162 ��c"�窺北区唯領土 ������（7．61 �����（3．7） �� �� �>�lｩ�2� 

163 ��腰北区唯領土 偖ﾉ?｢�7．8 �#�2�3．6 ��ｲ� ��ｲ� �>�､�｢� 

164 ��應北区性　士 傅ﾈ萪�8．4 �(�CR�3，9 �� ��ﾈ�｢�0 ��

165 ��窯北区他項土 兢�ﾏｹ��� �8�CR� �� �� �>�l｢�こ自然袖が付席。 

166 ��cb�窯北区惟領土 �;ﾈ."�（6．引 ���8�C(�"� �� �� ��

167 ��cr�窯北区堆積士 儻.��� ��度�Cr�8．5 �� �� ��

168 ��蘭西区灰層 伜(ﾝ握��（14．7） 店�C2�6．0 ��ｲ�○ ����ﾒ� ��

169 ��南西区灰層 伜(ﾝ雨��（14．7） 店�C��6．0 ��ｲ�（⊃ �� ��

170 ��南西区灰眉 伜)(9���日4．8） 店�C��6．5 ��ｲ�○ ��ｲ� ��

171 ��s��南西区灰屈 伜)(9���＝5．0） 店�3R�（6．2） ����ﾒ�○ ��0 ��

172 ��南西区灰麿 伜(�����＝5．1） 店�3R�5．8 ��ｲ�○ ��ｲ�⊂） �>�l｢� 

173 ��南西区灰層 伜)(9���日5．2） 店�3R�6．4 ����ﾒ�〔） ��ﾈ�｢� �>�l｢� 

174 ��西区灰屑 伜)(9���日5＿6 店�3R�5，6 ����ﾒ�⊂） �� �>�l｢� 

175 ��西区灰層 伜)(9���日6．2 鉄�2�6，5 ��ｲ�○ ��ｲ� ��

176 ��sb�南西区灰層 伜(ﾝ����日6．2 �3�2� �� �� �>�､�｢� 

177 ��sr�南西区灰厨 ��ｨﾔ^��� �(�CR�614） ��ｲ�⊂〉 �� ��

178 ��南西区灰層 傅ﾈ萪�8．0 �(�C"�317 ����ﾒ� ��ｲ�○ ��

179 ��南西区灰層 ��貶萪�8．2 �(�C"�3．7 ����ﾒ� ��ﾈ�｢�○ ��

180 ��南西区灰層 �6鞴ﾒ�（8．0） �����CS�� �� �� ��

181 �����南西区灰層 兢�ﾏｸ萪�8．0 ���Fr�3．8 ��� ��ｲ�○ ��

182 ���"�南西区灰層 凉R�（8．61 �����C��｢� �� �� ��

183 ���2�南西区灰屈 傅ﾈ葮M��（10．5） �8�C��（6．01 �� �� 丶�｢� 

184 ��ィ�南西区灰層 儁�� ���C2�4．0 ��� �� ��

185 ��コ�南西区灰眉 俘ﾂ� ���C"�4．1 ��ｲ� �� �5h鯖YB� 

186 ��ッ�南西区灰屈 兌ﾙ���H萪�（7．8） �8�C2�4．4 ��ｲ� �� ��

187 ��ビ�区灰屑 兌ﾘﾘ)�H萪�813 �(�3"�5．5 ��ｲ� �� 傲I�ﾈ.(.)W9|x�"�

188 ��モ�西区灰儲 ��9ｸﾆ�vXｩb�（410） ��滴�3(�｢� �� �� �>�､�｢� 

189 ��ヲ�南西区灰層 偖8�2� �#�B�8，9） ��⊂） �� �.ｨ�(､�� 

190 �����南西区灰夙 儻.俊� �#���（8，6） ��（⊃ �� �>�lｨ��� 

191 ��北西区腐葉土 伜(ﾝ窺2�（14．5） 店�C��610 ���,"�○ �� 丶�｢� 

192 ��北西区腐葉土 伜)(9���（14．7） 店�C"�610 ��ﾈ�｢�○ �� 冤｢� 

193 ��北西区灰屈 伜)(9���14．3 店�Cr�6．0 ��ｲ�⊂） �� ��

194 ��釘�北西区灰屈 伜)(9���14，7 店�Fr�6．1 ��ｸ�｢�⊂） ��ﾈ�｢� ��

195 ��北西区灰層 伜(ﾝ�:ﾂ�（14．8） 店�CB�5．6 ��ｸ�｢�⊂〉 �� �>�l｢� 

195 ��澱�北西区灰属 伜)(9���15．0 店�CB�6．0 ��ﾈ�｢�○ �� �>�､�� 

197 ��ヒ西区灰眉 伜)(9���15．0〉 店�CB�6．0 ��ｲ� ��ｲ�⊂） �>�l｢� 

198 ��唐�区灰眉 伜)(9���15，0） 店�C��5．9 ��ｲ�○ �� �>�l｢� 

199 ��ヒ西区灰暦 伜)(9���1511 店�C"�6．0 ��ﾈ�"�〔） ��ｲ� �>�l｢� 

200 �#���北西区・′ 伜)(9���1512 店�C2�6．3 ��ﾈ�"�○ ��ｲ�⊂〉 �>�l｢� 

201 ��北西区・′ 伜)(8ｩ��（15．2〉 店�CR�5．8 ��ﾈ�"�⊂） ��ﾈ�"� �>�l｢�然柚　付怒。 

202 ��北西区灰庖 伜)(9���（15．2） 店�CR�6．6 ��ｲ�○ �� �>�l｢� 

203 �#�2�北西区灰庖 伜)(9���（15．2 店�Cb�5．9 ��ｲ�⊂〉 �� �>�l｢� 

204 �#�B�北西区灰届 伜(ﾝ�+"�15．3 店�CR�6．5 ��ﾈ�"�○ ��ｲ� �>�l｢� 

205 ��北西区灰層 伜(ﾝ逢B�15．4） 店�C"�6．0 ��ｸ�｢�⊂） ��（⊃ �>�l｢�然柚が付沼。 

206 ��北西区灰層 伜(ﾝ愛｢�（15．5） 店�Cb�6．5 ��ﾈ�"�（⊃ �� �>�l｢� 

207 ��北西区灰層 伜)(9���15．9 店�C2�5．7 ��ﾈ�｢�⊂） �� �>�l｢� 

208 ��北西区腐葉土 傅ﾈ萪�7．8 �(�C��3．8 ��ｲ� ��ｲ�⊂〉 �>�l｢� 

209 ��北西区間葉土 傅ﾈ萪�814 �(�C"�4．4 ��ﾈ�｢� ����ﾂ� �>�､�� 

210 ��北西区灰屑 傅ﾈ萪�6．7 �(�Cb�3．5 ��ﾈ�｢� ��ﾈ�｢� �>�l｢�然粕が付着。 

211 ��北西区灰層 傅ﾈ萪�7．5 ���CR�4．2 ��ｲ� ��ｲ�（〕 ��

212 ��北西区灰屈 傅ﾈ萪�7．9 �(�CB�4．7 ��ｲ� ��ｸ�｢�○ ��

213 214 215 216 217 218 219 220 221 222 223 224 225 226 227 228 2二29 230 231 232 �#�R�#�b�#�r�#���#���##b�##r�##��##��#3��北西区灰眉 北西区灰眉 北西区灰層 北西区灰屈 北西区灰層 北西区灰層 北西区灰恩 南東区屑欒土 面棄区腐葉土 雨崇区堆積土 南東区堆土 北東区腐葉土 北東区堆欄士 北策区惟領土 北戻区堆積土 窯⊂区夕l側唯欄士 床面 諾 床面 傅ﾈ萪�抦萼��抦uc��抦萪�]�ﾏｹ���nﾉM��[ﾙU9�H萪�9h稗��)(9��������抦萪��*"�抦葮M������H萪�莱�B�鶴�B�鶴�B�鶴�B�7．9 8．0 （8．3〉 （10．1） （17．1） （5．2〉 （14．9 （8．4〉 14．2） 8．4 （7．9） （8．11 （7．8） （8月） 12．6 13．9 1三月× 15．8× �(�C2�(�C��(�C��(�Cr�h�C���店�C��｢���8�CH�｢�X�3��(�C"�X�C����C��#���(�C"�(�C����C2�8�C2����(�Ch������(�C�����H�C��(*ﾓ���H�C�����4．4 3．5 4．1 4．3 6．2 5．6 6．5 4．5 5．7 4．2 3．4 ま4 4．4） 310 4．1 8．0 9．9 1．7 0．5 ��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��ｲ��ｲ�0 0 0 0 ��ｲ��ﾈ�"��ﾈ�｢��ﾈ�｢��ｲ��ｲ����ﾒ��ｲ��ｲ��ﾈ�｢�〇 〇 〇 〇 〇 �>�lｨ,��lｨ,��巉ｼy�B�WHﾋ��B�>�lｨ,��>�lｨ,��>�､�b�>�lｨ,��>�l｢�>�lｨ,��>�､�｢�､�ｩ�2�､�ｨ,��lｨ,��scB���C���#����#c"�g 

表3　出土遣物観察表2

－28－



第5章　総括

（1）窯体について

大森奥山11号窯は、地山掘り抜きで造られた半地下式の山茶碗専焼窯で、窯体はこの時期に

良く見られる胴張りの少ない細長い平面形を呈する。掘り抜いた土は窯の前に盛られ、前庭部

として平坦面が造られるほか、操業中に灰層や地山を用いて、平坦面を拡張している様子が見

られた。また、無体の断ち割り調査の結果、6面の床が確認でき、床面を張りながら窯の規模

を拡張している様子も見られた。分炎柱も造り直されているようで、基部のみ地山が残存し、

それより上は焼台や粘土によって構築されていた。ダンパー部分は検出されなかったが、焼成

室から煙道部にかけてゆるやかな平坦面をもつ構造は、丸石3号窯期に比定される北小木萱原

2号窯にもみられ、焼成室と煙道部の境に段を持つ構造は、北小木大上7号窯（窯洞1号窯期）、

北小木大上10号窯（白土原1号窯期）に見られる。

床面上で焼台が左右の壁に寄せられている状況で検出されたことから、製品の取り出し作業

をするとともに中央付近の焼台を左右の壁に寄せたと考えられる。窯内に遺物がほぼ見られな

い状況からは、製品取り出し後に天井や壁が崩落し、本窯の役目を終えたとも考えられる。

同時期の窯跡では、本窯は大森奥山2号窯と比較的近い測定値であるが、焼成室の規模や煙

道部の長さはやや小さめである。また、製品の出し入れのためなのか、燃焼室と焼成室の境の

幅が他の窯に比べて40cm以上大きいのは特徴と言える。

ご弦事簸表禁 �� 傴�嬰)m������������ �� 从9~ﾉt鞅y-N��� �,�}靆�ﾇ兩2�燕靭薮 
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表4　名乗の規模一覧
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その他の遺構としては、窯の焚口左側部分で、製品の仮置き場と考えられる土杭が検出され

たが、右側の平坦面では遺構は認められなかった。

（2）焼成個数・回数について

調査で出土した焼台は全て碗用である。小皿に焼台片が溶着した資料も見られないことや、

椀の中に小皿が溶着した資料（図版10溶着資料1）も見られることから、磯の中に小皿を入れて、

焼いていた可能性が高いD窯内で出土した完形と思われる焼台は143個で、その平均は1212g

であり、各地区で出土した破片も含めた焼台1243個体の重さは約870個体分の重さとなる。窯

内の焼台の推定総数は350個前後であるから3回程度は焼成を行っていることとなるが、床面

が6枚見られることから6回以上は焼成が行われていると想定される。出土した溶着した資料

で最多の枚数は椀、小皿ともに8枚である（図版10溶着資料2・3）。想定される窯内の焼台は

350個前後と想定されるため、8枚重ねた椀の一番上に小皿を8枚重ねて焼いたと考えると一

度の焼成で椀、小皿ともに約2800個ずつ焼成したと考えられる。ただ、底部が4分の1以上の

計測できた個体が小皿は椀の3分1程度であることから、小皿の焼成個数は少ない。

窯道具として椀や小皿を用いた蓋がみられ、図版10溶着資料3のように底部内面中央にのみ

ポロや自然粕が見られず、その他の内面にポロや自然粕が付着するものは、重ね焼きした小皿

の上に磯の蓋を置いたのではなく、小皿の蓋を用いたのであろう。

（3）遣物について

11号窯では椀や小皿以外に片口椀や平高台皿、蓋、瓶類も生産されている。

碗・小皿は体部下半に弱い丸みを帯びて立ち上がるものと、直線的に立ち上がるものが見ら

れ、後者の割合が多数を占める。本窯の時期である5型式は従来から可児市、土岐市、多治見

市の窯が共通の編年に用いられることから問題点が指摘され、多治見市と土岐市で分ける編年

案が提示されている（岡本2005）。また、型式がスムーズに変化しないことから旧可児郡、旧

土岐郡において浅間窯下1号無期から窯洞1号無期にかけて2系統が見られることも指摘されて

いる（山本2015）。それらの編年から本窯の出土遣物を比べると、丸石3号窯期の末から窯洞

1号窯期が主体の時期であると考えられる。また、底部が薄くなる碗や器壁の薄い小皿が少量

見られることから、白土原1号慧期の萌芽が見られる。

この時期は各窯の規模が定型化しておらず、製品にも法量や内面に指ナデが入る割合なども

各窯によって差異がある。山茶碗を生産する窯が増える時期でもあり、統一性が見られない時

期といえる。

（4）大森奥山古窯跡群の中の位置づけ

大森奥山古窯跡群は昭和60年に調査され、今回調査された大森奥山11号窯跡の西側では丸

石3号慧期の窯跡が4基、白土原1号窯期の窯跡が1基調査されている。遺物の様相から、や

や時間幅は広いが本窯は丸石3号窯期末から始まり、窯洞1号慧期末頃までの時期と考えられ

る。従来考えられている大森奥山古窯跡群の変遷に加えると、2号窯→4号窯→5号窯→6号

窯→11号意→3号窯との変遷が予想される。新規に発見された未調査の12号窯も表採資料か

ら11号慧と近い時期であり、同一丘陵で移動をしながら継続的に山茶碗生産を行っていたこと

が想像される。周辺にはまだ未調査の窯が存在しており、今後の調査の進展により大森奥山古

窯跡群の実態がより明らかになると思われる。
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完掘状況（南東より）

断ち割り全景（南東より）
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図版2

窯内C－C，西側土層（南東より）

窯主軸土層（北より）

焼台検出状況（南より）

検出状況（南東より）

窯内C－C，東側土層（北西より）

窯主軸土層（南西より）

完掘状況（南より）

－33－



図版3

完掘状況（北西より）

C－C’右側床面断ち割り（南東より）

ダンパー部分（北東より）

焼成室上方（北西より）

C－C’右側床面と壁断ち割り（南東より）
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図版4

C－C付近’主軸断ち割り（北より）

E－E’左側床面断ち割り（南東より）

分炎柱断ち割り（南東より）

1T焚口側掘り抜き排土（南より）

窯中央付近6枚の床面（南東より）

E－E，左壁断ち割り（南東より）

分炎柱断ち割り（北より）

1T土層全景（西より）
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1T土層全景（南より）

2T北側土層全景（南より）

i－l’北側土層（南東より）

e－e，土層（北東より）

2T南側土層全景（東より）

3T完掘状況（東より）

SKl尭掘状況（南東より）
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図版6

窯南区完掘状況（東より）

h－h，土層（北東より）

窯北区盛土内遣物・焼台出土状況（東より）

窯北区完掘状況（北東より）

g一g’土層（南東より）

d－d，土層（北東より）
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図版7
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図版8
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図版9
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図版10

溶着資料3
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